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映画コンテンツにはホラーやミステリー、SF、ファンタジーなど様々なジャンルが存在す

る。ホラー映画を選択する際の問題点は、ジャンルという分類方法では、必ずしも視聴者の好

みに応じたホラー映画を知るにはまだ不十分な分類であると考える。具体的には、ホラー映画

を視聴する中で、グロテスクな表現を好む視聴者もいれば、グロテスクな表現を嫌う視聴者も

いるのに対し、ホラーという大きなジャンルで、ホラー映画を提示していることである。この

問題を解決するための現在の解決策は、映画の評価サイトを閲覧するという手段がある。しか

しこれは、これから見ようとする映画のネタバレ（映画を見るまでに、映画の内容を知ってし

まうこと）の危険性が発生してしまう。そのため、一概に良い手段とは言えない。

ホラー映画を選択する際の問題点の解決策はジャンル分けの範囲が大きく、グロテスクな表

現などの視聴者の好みに関する部分が含まれていないホラー映画のジャンルへの、さらに詳し

い分類が必要であると考えた。しかし、現状では、視聴者の好みの映画コンテンツを提示する

ことを目的とした、適切な分類方法は明らかになっていない。

今回ではホラー映画の邦画に焦点を絞って研究を進めていく。ホラー映画や視聴者をホラー

映画の中に共通するホラー構成の要素であるホラー要素を基準にホラー映画コンテンツ分析

することによって、視聴者が自分の好みの映画を選びやすくなるのではないかと考えた。研究

方法として、複数のホラー映画を視聴し、ホラー要素による分類分け、先行研究を利用したホ

ラー映画分析、アンケートによるホラー映画を選ぶ際に考慮するホラー要素についての調査、

アンケート調査によって出てきたホラー要素を使用してクラスター分析を行った。調査によっ

て、得られた情報を基に複数人の視聴者を対象に検証した。その結果、今回のホラー要素によ

る分類方法が適切であったと言える結果になった。
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第 1 章

はじめに

1.1 研究背景

1896年 11月に日本で初めて映画が上映され、1897年に浅野四郎による日本人が最初に制作し

た映画『日本橋の鉄道馬車』が上映された。これを皮切りに日本では数多くの映画が撮影されて

いった。映画コンテンツにはホラーやミステリー、SF、ファンタジーなど様々なジャンルが存在

する。視聴者はこのジャンル分けによって、さまざまな種類の映像コンテンツの分類分けを判断

している。

様々なジャンルが存在する中でも数多くのサブジャンルを有する映像コンテンツの一つにホ

ラー映画が存在する。ホラー映画は恐怖、パニックの感覚を視聴者に与えることによって視聴者

の恐怖感を呼び起こすことを目指した映像コンテンツである。ホラー映画は、幽霊や怪物、ウイ

ルスなどのような通常の人間では対処の困難又は不可能な存在が多く扱われる。ホラー映画はに

恐怖の対象である幽霊や妖怪、悪魔を使用して視聴者を笑わせようとするコメディー・ホラー、十

代の若者の問題などを取り扱うティーン・ホラー人間と怪物の闘争を中心とするモンスター・ホ

ラー、殺人鬼を中心に展開するスラッシャー、幽霊や超自然現象をメインに展開していくスーパー

ナチュラル・ホラー、ゾンビを扱うゾンビホラーなど、ホラー映画には数多くのサブジャンル [1]
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が存在する。「呪怨」や「富江 re-birth」などを手掛けた映画監督の清水崇は、アメリカでは派手

な血しぶきや怪力の男などの直接的でわかりやすい描写 [2] が主流であり、アジアのホラーは非力

な女性の幽霊など内面的、間接的な怖さを表現する描写 [2][3][4]が主流である。

これは国や地域での文化や宗教観の違いによる影響が大きいと語っている [2]。人間は依存し

ていることを取り除いたり、プレッシャーを与えることによって恐怖を感じさせることができる

[5]。小規模の出来事もモンタージュや長回しなどのサスペンス演出を使用すれば、少なからず、

視聴者に恐怖を与えることができる [4][6][7]。恐怖を与える重要な要素は驚愕させることである

[8]。ロボットであっても人間の目の動きに似ている程度の不一致な動きで相手に恐怖を与えるこ

とができる [9][10]。ホラー映画の恐怖感情は必ずしも不快なものではなく娯楽としての快感の恐

怖を体験できる [11][12][13]。

ホラー映画を選択する際、ジャンルという分類方法の問題点は、必ずしも視聴者の好みに応じた

ホラー映画を知るにはまだ不十分という点である。具体的には、ホラー映画を視聴する中で、グ

ロテスクな表現を好む視聴者もいれば、グロテスクな表現を嫌う視聴者もいるのに対し、ホラー

という大きなジャンルで、ホラー映画を提示していることである。この問題を解決するための現

在の解決策は、映画の評価サイトを閲覧するという手段がある。しかしこれは、これから見よう

とする映画のネタバレ（映画を見るまでに、映画の内容を知ってしまうこと）の危険性が発生し

てしまう。そのため、一概に良い手段とは言えない。ホラー映画を選択する際の問題点の解決策

はジャンル分けの範囲が大きく、グロテスクな表現などの視聴者の好みに関する部分が含まれて

いないホラー映画のジャンルへの、さらに詳しい分類が必要であると考えた。しかし、現状では、

視聴者の好みの映画コンテンツを提示することを目的とした、適切な分類方法は明らかになって

いない。

本研究では、より好みを細分化した分類方法によって、視聴者の好みに適したホラー映画コン

テンツの提示を目的とする。本研究では、視聴者の好みとは「ホラー要素」と定義する。
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視聴者の分析を行うためには、視聴者が映画の内容を知らないまま、映画の中で構成されてい

るホラー要素と視聴者自身の苦手なホラー要素、好みのホラー要素の傾向を知る必要がある。今

回の研究では、ホラー映画のホラー構成や物語としての類似度、視聴者の類似度を知るのみでは

なく、視聴者の好みの傾向を知ることに、ホラー要素による分類方法が効果的であると仮定し、設

定したホラー要素による分類方法が視聴者の好みに合ったホラー映像コンテンツの提案に適切で

あるか調査を行った。

検証手法として、複数のホラー映画を視聴し、ホラー要素による分類分け、ホラー映画分析、

アンケートによるホラー映画を選ぶ際に考慮するホラー要素についての調査、アンケート調査に

よって出てきた要素を使用してクラスター分析を行った。クラスタリングされた分類方法が有用

であるか複数人のユーザーを対象に検証を行った結果、本研究の分類方法は視聴者のホラー映画

の好みの傾向をカテゴリ分けで分類することができた。
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第 2 章

研究方法

本研究では、ホラー映画とホラー映画の視聴者に対して、ホラー要素による分類を行い、ホラー

要素による分類方法が視聴者の好みの傾向を示すことに効果的であるかを調査する。そのため、

本章ではホラー要素による分類方法について述べる。

研究方法として、複数のホラー映画を視聴し、ホラー要素による分類分け、先行研究を利用し

たホラー映画分析、アンケートによるホラー映画を選ぶ際に考慮するホラー要素についての調査、

アンケート調査によって出てきた要素を使用してクラスター分析を行った。

2.1 ホラー映画に対しての分析

今回研究対象にしたホラー映画は蔦屋の 2002年 10月 1日から 2016年 12月 7日までの累計邦

画ホラー映画ランキングを参考にホラー映画を選択した。

「クロユリ団地」[14]、「着信アリ Final」[15]、「パラノーマルアクティビティ第 2章 」[16]、「輪

廻」[17]、「貞子 3D」[18]、「サイレン」[19]、「感染」[20]、「予言」[21]、「仄暗い水の底から」[22]、

「劇場版　零」[23]、　計 10本のホラー映像コンテンツを使用する。

表 2.2は今回研究対象に選択したホラー映画の表である。
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表 2.1 研究対象のホラー映画一覧

タイトル 年代

クロユリ団地 2013年

着信アリ Final 2006年

パラノーマルアクティビティ第 2章 2010年

輪廻 2005年

貞子３ D 2012年

サイレン 2006年

感染 2004年

予言 2004年

仄暗い水の底から 2002年

劇場版　零　 2014年　

2.2 ホラー要素について

今回の研究でホラー映画を分析するためのホラー要素の説明と何を基準に判断とするかについ

て説明する。本研究においては、以下の指標を設定した。

• 怪奇現象の頻度

ホラー映画での視聴者に不安や恐怖によるドキドキを出させるための演出やホラー映画内

の道具やキーワードに関連した怪奇現象の頻度をみる。今回の研究では怪奇現象の頻度が

15回以上であるか 15回未満であるかを判断する。

• 犠牲者の数は 2桁以上であるか

ホラー映画内で起こった怪奇現象の影響による登場人物たちが殺害・行方不明なる、また

その可能性のある人数を数える。

• 死の表現がゴア表現であるか

怪奇現象の影響による殺害方法・自殺方法から判断する。そのホラー映画の死の表現が、身
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体に大きな外傷を与える表現のものをゴア、幽霊にどこかに引きずりこまれる表現のもの

はゴアでないと判断する。

• 恐怖の対象

ホラー映画の恐怖の対象が幽霊であるか、人間であるかそれ以外のモノであるかで判断

する。

• 主人公は狙われているか

主人公が恐怖の対象又は怪奇現象から狙われているかを判断する。

• 怪奇現象は解決できているか

ホラー映画の中で起こる怪奇現象を幽霊の成仏などで怪奇現象の原因を取り除くことがで

きたか。

• 主人公の生死

エンディングまでに主人公が生存しているか死亡しているかを判断する。

• 主人公の協力者又は庇護対象者の生死

主人公の協力者又は主人公の庇護対象者が生存しているか死亡しているかを判断する。存

在しなかった場合は不在と記す。本研究での庇護対象者とは、主人公の子供、妻のことを

指す。

上記のホラー要素を元にホラー映画を分析した。表 2.2から表 2.6はホラー映画のホラー要素を

分析したものである。
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表 2.2 研究対象のホラー映画一覧 1

タイトル 怪奇現象の頻度　 犠牲者は 2桁以上であるか

クロユリ団地 15回未満　 未満

着信アリ Final 15回以上 以上

パラノーマルアクティビティ第 2章 15回未満 未満

輪廻 15回以上 以上

貞子３ D 15回以上 以上

サイレン 15回未満 未満

感染 15回未満 未満

予言 15回未満 未満

仄暗い水の底から 15回未満 未満

劇場版　零　 15回以上 未満　

表 2.3 研究対象のホラー映画一覧 2

タイトル 死の表現はゴアであるか

クロユリ団地 ゴア

着信アリ Final ゴア

パラノーマルアクティビティ第 2章 ゴアでない

輪廻 ゴア

貞子３ D ゴア

サイレン ゴア

感染 ゴア

予言 ゴア

仄暗い水の底から ゴアでない

劇場版　零　 ゴアでない
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表 2.4 研究対象のホラー映画一覧 3

タイトル 恐怖の対象 主人公は狙われているか

クロユリ団地 幽霊と怪物 狙われている

着信アリ Final 幽霊 狙われていない

パラノーマルアクティビティ第 2章 幽霊 狙われている

輪廻 幽霊 狙われている

貞子３ D 　 幽霊 狙われている

サイレン 人間 狙われている

感染 　　　 ウイルス 狙われていない

予言 恐怖新聞 狙われていない

仄暗い水の底から 幽霊 狙われている

劇場版　零　 幽霊 狙われていない　

表 2.5 研究対象のホラー映画一覧 4

タイトル　 怪奇現象は解決したか

クロユリ団地 未解決

着信アリ Final　 解決

パラノーマルアクティビティ第 2章 未解決

輪廻 未解決

貞子３ D 未解決

サイレン 未解決

感染 　 未解決

予言 未解決

仄暗い水の底から 未解決

劇場版　零 解決　
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表 2.6 研究対象のホラー映画一覧 5

タイトル 主人公の生死　 主人公の協力者又は庇護対象者の生死

クロユリ団地 生存 生存

着信アリ Final 生存 死亡

パラノーマルアクティビティ第 2章 死亡 不明

輪廻 生存 不在

貞子３ D 生存 生存

サイレン 生存 不在

感染 死亡 不在

予言 死亡 生存

仄暗い水の底から 死亡 生存

劇場版　零　 生存 生存　

次に、ホラー映画のそれぞれのホラー要素の類似度を算出した。類似度の算出方法は各ホラー

映画に含まれる、設定した 8つのホラー要素中何個が一致していたかを以下の式で表した。

類似度 (％) =
一致したホラー要素の数× 100

設定した 8つのホラー要素の数
　 (2.1)

表 2.7 各ホラー映画のホラー要素の類似度

タイトル クロユリ団地 着信アリ Final

クロユリ団地 100％ 37.5％

着信アリ Final 37.5％ 100％

パラノーマルアクティビティ第 2章 75％ 12.5％

輪廻 62.5％ 62.5％

貞子３ D 62.5％ 75％　

サイレン 75％ 25％

感染 50％ 25％

予言 50％ 37.5％

仄暗い水の底から 62.5％ 50％

劇場版　零　 　　 37.5％ 75％　
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表 2.8 各ホラー映画の類似度 2

タイトル パラノーマルアクティビティ第 2章 輪廻

クロユリ団地 75％　 37.5％

着信アリ Final 12.5％ 62.5％

パラノーマルアクティビティ第２章 100％ 37.5％

輪廻 37.5％ 100％

貞子３ D 37.5％ 87.5％　

サイレン 50％ 50％

感染 50％ 37.5％

予言 50％ 25％

仄暗い水の底から 62.5％ 37.5％

劇場版　零　 　　 37.5％ 37.5％　

表 2.9 各ホラー映画の類似度 3

タイトル 貞子３ D サイレン

クロユリ団地 62.5％　 75％

着信アリ Final 75％ 25％

パラノーマルアクティビティ第２章 37.5％ 37.5％

輪廻 87.5％ 50％

貞子３ D 100％ 50％　

サイレン 50％ 50％

感染 25％ 62.5％

予言 37.5％ 50％

仄暗い水の底から 50％ 50％

劇場版　零　 　　 50％ 25％　
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表 2.10 各ホラー映画の類似度 4

タイトル 感染 予言

クロユリ団地 50％　 50％

着信アリ Final 25％ 37.5％

パラノーマルアクティビティ第２章 50％ 50％

輪廻 37.5％ 25％

貞子３ D 25％ 37.5％　

サイレン 62.5％ 50％

感染 100％ 75％

予言 75％ 100％

仄暗い水の底から 50％ 62.5％

劇場版　零　 　 　 25％ 37.5％　

表 2.11 各ホラー映画の類似度 5

タイトル 仄暗い水の底から 劇場版　零　

クロユリ団地 62.5％　 37.5％

着信アリ Final 50％ 75％

パラノーマルアクティビティ第２章 62.5％ 37.5％

輪廻 37.5％ 37.5％

貞子３ D 50％ 50％　

サイレン 50％ 25％

感染 50％ 25％

予言 62.5％ 37.5％

仄暗い水の底から 100％ 50％

劇場版　零　 　　 50％ 100％　

表 2.2から表 2.11の結果から、ホラー要素の類似度が 75％以上のコンテンツの組み合わせは

「クロユリ団地」と「サイレン」、「クロユリ団地」と「パラノーマルアクティビティ第 2章」、「着

信アリ Final」と「劇場版　零」、「着信アリ Final」と「貞子３ D」、「貞子３ D」と「輪廻」、「感

染」と「予言」の合計 6組であった。
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2.3 エドゥアルド・ドミンゲスの [scene-by-scene]による分析

他の分類方法の検討としてエドゥアルド・ドミンゲス [24] の [scene-by-scene] による調査を

扱う。

エドゥアルド・ドミンゲスの [scene-by-scene] は、TRROR ステージ、HORROR ステージ、

RECOVERYステージ、REPULSIONステージ、BACK GRAND ステージの計 5つのステー

ジを使用することによる、ホラー映画のシーン分析のシステムである。

• TRRORステージ

恐怖の対象が不明確で視聴者に不安や恐怖を煽る。

例：周囲の状況がわからない状況、怪奇現象が起きる、サスペンス。

• HORRORステージ、

恐怖の対象と接触したことによって恐怖を与えたり、急に恐怖の対象や人が出てくること

によって視聴者に突発的な驚きを与える。

例：サプライズ、クライマックス、恐怖の対象との接触、恐怖の対象に焦点を当てた状況。

• RECOVERYステージ

危険の回避などで視聴者に安心感を与える。

例：危険の中安全を確保できた状況、危険な状況での助っ人の登場。

• REPULSIONステージ

視聴者に血や内臓などグロテスクなモノを見せることによって視聴者に不快感・嫌悪感を

与える。

例：ゴア表現された死体、拷問、嘔吐、内臓。

• BACK GRANDステージ
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ホラー映画の登場人物たちの平穏な日常を過ごしている状況。

例：学校生活、家族との団らん。

表 2.12から表 2.17は類似度が 75％以上である 6組の TERRORステージ、HORRORステー

ジの割合をまとめたものである。

表 2.12 類似度が 75％以上のホラー映画の TERRORと HORRORの割合 1

タイトル TERRORの割合（％） HORRORの割合（％）

クロユリ団地 32.9 8.1

サイレン 28.4 8.5

表 2.13 類似度が 75％以上のホラー映画の TERRORと HORRORの割合 2

タイトル TERRORの割合（％） HORRORの割合（％）

クロユリ団地 32.9 8.1

パラノーマルアクティビティ第 2章 35.2 9.2

表 2.14 類似度が 75％以上のホラー映画の TERRORと HORRORの割合 3

タイトル TERRORの割合（％） HORRORの割合（％）

輪廻 50.3 5.3

貞子３ D 27.5 6.1

表 2.15 類似度が 75％以上のホラー映画の TERRORと HORRORの割合 4

タイトル TERRORの割合（％） HORRORの割合（％）

着信アリ Final 54.6 5.9

劇場版　零　　 27.6 12.6

表 2.16 類似度が 75％以上のホラー映画の TERRORと HORRORの割合 5

タイトル TERRORの割合（％） HORRORの割合（％）

着信アリ Final 54.6 5.9

貞子３ D　　 27.5 6.1
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表 2.17 類似度が 75％以上のホラー映画の TERRORと HORRORの割合 6

タイトル TERRORの割合（％） HORRORの割合（％）

感染 27.1 7.9

予言　　 21.0 6.5

表 2.12 から表 2.17 から「クロユリ団地」と「サイレン」、「クロユリ団地」と「パラノーマル

アクティビティ第 2章」、「着信アリ Final」と「劇場版　零」、「着信アリ Final」と「貞子３ D」、

「貞子３ D」と「輪廻」、「感染」と「予言」の 6組は TERRORステージの割合が大きく違ってい

ても、ホラー要素の観点からみるとホラー構成が似ている映像コンテンツであると判断できた。

[scene-by-scene]によるホラー映画の分析だけでは、詳しいホラー映画の分析ができない上に、

視聴者に対する分析が不可能である。

2.4 視聴者に対しての分析

この節では、ホラー映画の視聴者がホラー映画を選んで視聴する際に意識していることについ

て分析する。

ホラー映画視聴者がホラー映画を見る際にストーリー以外の部分では何を意識して、ホラー映

画を選んでいるのかを知るために今回の調査では、「怪奇現象の頻度」、「犠牲者の数は 2桁以上で

あるか」、「死の表現がゴア表現であるか」、「恐怖の対象、主人公は狙われているか」、「怪奇現象は

解決できているか」、「主人公の生死」、「主人公の協力者又は庇護対象者の生死」の 8つの項目を

基に大学生 14人（男性 13人、女性 1人）にアンケートを取り、ホラー映画を見る際に意識して

いることを調査した。
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表 2.18 ホラー映画視聴者がホラー映画を選ぶ際に意識すること 1

項目 怪奇現象の頻度 犠牲者の数は 2桁以上であるか

気にする 4 1

どちらかといえば気にする 1 1

興味はある 2 3

どちらかといえば気にしない 0 1

気にしない 7 8

表 2.19 ホラー映画視聴者がホラー映画を選ぶ際に意識すること 2

項目 死の表現がゴア表現であるか 恐怖の対象

気にする 7 4

どちらかといえば気にする 1 2

興味はある 0 2

どちらかといえば気にしない 0 0

気にしない 6 7

表 2.20 ホラー映画視聴者がホラー映画を選ぶ際に意識すること 3

項目 主人公は狙われているか 怪奇現象は解決できているか

気にする 8 5

どちらかといえば気にする 2 3

興味はある 0 3

どちらかといえば気にしない 1 0

気にしない 3 4

表 2.21 ホラー映画視聴者がホラー映画を選ぶ際に意識すること 4

項目 主人公の生死 主人公の協力者又は庇護対象者の生死

気にする 1 3

どちらかといえば気にする 0 4

興味はある 3 0

どちらかといえば気にしない 2 1

気にしない 8 6

表 2.18から表 2.21はホラー映画を見る際に意識していることについて記述した表である。
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表 2.18から表 2.21からホラー映画の視聴者が意識していることは、「死の表現がゴア表現であ

るか」と「主人公は狙われているか」の 2つの項目が多くの票を得た。視聴者が「死の表現がゴ

ア表現であるか」と「主人公は狙われているか」の 2つの項目をどのように意識しているのかさ

らに詳しく知るため、大学生・社会人の 15人の被験者に対してさらにアンケートを取った。内容

としては、「ホラー映画を見る際、ゴア表現を好むか」、選択肢は好む（2）・どちらかといえば好む

（1）・どちらでもよい（0）・どちらかといえば好まない（-1）・好まない（-2）の 5つである。

もう１つは「ホラー映画では主人公が恐怖の対象に狙われている方を好むか」選択肢は、狙わ

れている方を好む（2）・どちらかといえば狙われている方を好む（1）・どちらでもよい（0）・どち

らかといえば狙われていない方を好む（-1）・狙われていない方を好む（-2）

図 2.1 視聴者分布図

図 2.1は視聴者がホラー映画に「ゴア表現を含んでもらいたい・含んでもらいたくない」、「主人

公は狙われている方がよい・狙われていない方がよい」の 2つの項目によってホラー映画を分布

したものである。
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図 2.1をクラスター分析のウォード法 [25]によって視聴者のクラスタリングを行った。

図 2.2 視聴者分布図のクラスター分析

図 2.2は図 2.1をクラスタリングしたものである。図 2.2から、視聴者を以下のクラスターに分

類できると考えた。

•「ゴア表現が含まれており、主人公が狙われている」クラスター

•「ゴア表現の有無は関係なく、主人公が狙われている」クラスター

•「ゴア表現が含まれておらず、主人公が狙われている」クラスター

•「ゴア表現が含まれておらず、主人公が狙われていない」クラスター

•「主人公が狙われていることとは関係なく、ゴア表現が含まれる」クラスター

•「主人公が狙われていることとは関係なく、ゴア表現が含まれない」クラスター

•「特にどちらとも気にしない」クラスター
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図 2.3 クラスター構成

図 2.3はクラスター分析の結果から得られたクラスターを 7個配置した図である。

図 2.4はホラー映画を「死の表現がゴア表現であるか」と「主人公は狙われているか」の 2つの

項目によってホラー映画を分布したものである。

図 2.4 ホラー映画分布図
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図 2.3と図 2.4を重ね合わせると各クラスターの視聴者の望むホラー映画に近いホラー映画を

判断することができる。

図 2.5 図 2.2と図 2.4を重ね合わせた図

図 2.5は図 2.2と図 2.4を重ね合わせた図である。

図 2.5から各クラスターに属する視聴者の望むホラー映画に近いものを予想した。

•「ゴア表現が含まれており、主人公が狙われている」クラスター

サイレン、クロユリ団地、輪廻、貞子 3D

•「ゴア表現の有無は関係なく、主人公が狙われている」クラスター

サイレン、クロユリ団地、輪廻貞子 3D、仄暗い水の底から、パラノーマルアクティビティ

第 2章

•「ゴア表現が含まれておらず、主人公が狙われている」クラスター

仄暗い水の底から、パラノーマルアクティビティ第 2章

•「ゴア表現が含まれておらず、主人公が狙われていない」クラスター
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劇場版　零

•「主人公が狙われていることとは関係なく、ゴア表現が含まれる」クラスター

サイレン、クロユリ団地、輪廻、貞子 3D、着信アリ Final、感染、予言

•「主人公が狙われていることとは関係なく、ゴア表現が含まれない」クラスター

仄暗い水の底から、パラノーマルアクティビティ第 2章、劇場版　零

•「特にどちらとも気にしない」クラスター

クロユリ団地、着信アリ Final、パラノーマルアクティビティ第 2章、輪廻、貞子 3D、サ

イレン、感染、予言、仄暗い水の底から、劇場版　零

図 2.1から「ゴア表現の有無に関わらず、主人公が恐怖の対象から狙われている」クラスター

と「特にどちらも気にしない」クラスターに視聴者の票が密集していることがわかった。「特にど

ちらも気にしない」クラスターの視聴者は主にストーリーに関する期待が大きい傾向にあるため、

ストーリー構成以外の要素に対する興味・意識が弱い。「特にどちらも気にしない」クラスターの

視聴者にホラー映画を選ぶ基準を聞いたところ「その映画が新しいかどうか」、「最新作のホラー

映画であるか」、「自分の知らないホラー映画なら見たいと思う」など、映画の視聴経験の有無で

判断していた。

20



第 3 章

検証

本章では、本研究による分類方法を用いることによって、ホラー映画の視聴者に視聴者自身の

好みに近いホラー映画を提示できたかどうかの調査結果を述べる。

3.1 検証方法

新たに大学生・社会人の検証者 9人に対して、ホラー映画に「ゴア表現を含んでもらいたい・含

んでもらいたくない」、「主人公は狙われている方がよい・狙われていない方がよい」の 2つの項

目について質問し、図 2.3のどのクラスターに属するかを判断し、該当したクラスターの好みに

近いホラー映画を選択し、視聴してもらった。視聴してもらった後にそのホラー映画が視聴者自

身の好みの映画と一致していた又は近いものであった場合は「〇」、違っていた場合は「×」と回

答してもらった。

その後、好みのホラー映画を提示できたかどうかを調べるため、適しているホラー映画・適し

ていないホラー映画の両方に対して、好みのホラー映画であるかのアンケート調査を行った。

ただし、今回の研究では、ストーリー性を研究対象にしていないため、「特にどちらも気にしな

い」クラスターは今回の検証対象から除外する。
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3.2 結果

表 3.1 適した映画の場合

検証参加者 選択した映画 クラスター 好みの映画であったか

視聴者 1 劇場版零 G ×

視聴者 2 貞子 3D F 〇

視聴者 3 輪廻 C 〇

視聴者 4 輪廻 C 〇

視聴者 5 仄暗い水の底から A 〇

視聴者 6 仄暗い水の底から A 〇

視聴者 7 サイレン B ×

視聴者 8 仄暗い水の底から C 〇

視聴者 9 クロユリ団地 B 〇

表 3.1は本研究の分類方法によって適しているホラー映画を提示した結果の表である。

表 3.2 適していない映画の場合

検証参加者 選択した映画 クラスター 好みの映画であったか

視聴者 1 G

視聴者 2 劇場版零 F ×

視聴者 3 劇場版零 C ×

視聴者 4 劇場版零 C ×

視聴者 5 感染　　　　　　 A ×

視聴者 6 劇場版零　　　 A ×

視聴者 7 着信アリ final B 〇

視聴者 8 予言 C ×

視聴者 9 B

表 3.2は視聴者が属するクラスターの対角に存在するホラー映画を選択してもらい、検証を行っ

た表である。

検証を行った結果、表 3.1から本研究の分類方法で 9人中 7人の視聴者の好みに合ったホラー
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映画を提示することができた。表 3.2は 7人中 6人は好みの映画でないと回答した。

しかし、好みのホラー映画ではなかった視聴者からは「ゴア表現がないので、安心してみること

ができたがストーリー構成が好みでない」、「映画の内容が薄い、原作を無視している」という意

見が出ている。サイレンや劇場版零のようなゲーム原作のホラー映画に対しては原作を知ってい

るためか、視聴者は好みのホラー要素でホラー映画を構成されていたとしても原作からのストー

リーを期待して視聴している傾向がある。
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第 4 章

まとめ

今回の研究では、視聴者に自分の好みの映画を選びやすくさせるためにはどのようなホラー要

素の分類を用いることが適切な方法なのかを調査し、そこからホラー映画と視聴者の分析を行っ

た。そして、調査の結果として得られたホラー要素を基に複数人の視聴者を対象に、検証を行っ

た。その結果、本研究の分類方法を用いたことによって、視聴者が自分の好みに近いホラー映画

を選ぶことができた。

しかし、今回の研究によって、視聴者の好みの傾向をカテゴリ分けで分類することはできまし

たが、「主人公が狙われている」というホラー要素はホラー映画の内容に関連するホラー要素であ

るので、ホラー映画のネタバレの危険性が残ったままになってしまった。このことから、よりシ

ナリオに左右されないホラー要素が求められる。
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付録 A

Appendix

エドゥアルド・ドミンゲスの [scene-by-scene] を使用して TRROR ステージ、HORROR ス

テージ、RECOVERYステージ、REPULSIONステージ、BACK GRANDステージの割合を円

グラフにしたものである。

円グラフの占有割合が 0％のステージは、上図の中に記載していないため、上図の円グラフの

中には、RECOVERYステージか REPULSIONステージもしくはその両方が記されていない円

グラフが存在する。

図 A.1 から図 A.10 は TRROR ステージ、HORROR ステージ、RECOVERY ステージ、

REPULSIONステージ、BACK GRANDステージの割合を表にまとめたものである。

図 A.1 クロユリ団地 図 A.2 サイレン
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図 A.3 パラノーマルアクティビティ第 2章 図 A.4 感染

図 A.5 劇場版＿零 図 A.6 着信アリ Final

図 A.7 貞子３ D 図 A.8 予言

図 A.9 輪廻 図 A.10 仄暗い水の底から

図 A.11から図 A.20の円グラフは A.1から A.10 の円グラフから BACK GRANDステージを
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除いたホラー映画の割合である。

図 A.11 クロユリ団地 図 A.12 サイレン

図 A.13 パラノーマルアクティビティ第 2章 図 A.14 感染

図 A.15 劇場版＿零 図 A.16 着信アリ Final
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図 A.17 貞子３ D 図 A.18 予言

図 A.19 輪廻 図 A.20 仄暗い水の底から

表 A.1 研究対象のホラー映画の TERRORと HORRORの割合（％）

タイトル TERRORの割合 HORRORの割合

クロユリ団地 32.9 8.1

着信アリ Final 54.6 5.9

パラノーマルアクティビティ第２章 35.2 9.3

輪廻 50.3 5.3

貞子３ D 27.5 6.1

サイレン 28.4 8.5

感染 27.1 7.9

予言 21.0 6.5

仄暗い水の底から 23.6 2.4

劇場版　零　　 27.6 12.6
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表 A.2 研究対象のホラー映画の REPULSIONと RECOVERYの割合（％）

タイトル REPULSIONの割合 RECOVERYの割合

クロユリ団地 0.0 0.5

着信アリ Final 0.6 1.4

パラノーマルアクティビティ第２章 0.0 0.3

輪廻 0.0 0.0

貞子３ D 0.0 1.2

サイレン 0.0 3.7

感染 4.2 0.0

予言 0.0 0.0

仄暗い水の底から 0.0 0.0

劇場版　零　　 0.0 0.0

表 A.3 研究対象のホラー映画の BACK GRANDの割合（％）

タイトル BACK GRANDの割合

クロユリ団地 58.5

着信アリ Final　 37.6

パラノーマルアクティビティ第 2章 55.3

輪廻 44.5

貞子３ D 65.2

サイレン 59.5

感染 　 60.7

予言 72.6

仄暗い水の底から 74.0

劇場版　零　　 59.8

　図 A.21から図 A.31はホラー映画をエドゥアルド・ドミンゲスの [scene-by-scene]によって

ステージ分けしたものである。
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図 A.21 着信アリ Finalの [scene-by-scene]
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図 A.22 仄暗い水の底からの [scene-by-scene]
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図 A.23 感染の [scene-by-scene]

36



図 A.24 クロユリ団地の [scene-by-scene]
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図 A.25 パラノーマルアクティビティ第 2章の [scene-by-scene]
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図 A.26 輪廻の [scene-by-scene]
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図 A.27 貞子 3Dの [scene-by-scene]
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図 A.28 サイレンの [scene-by-scene]
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図 A.29 予言の [scene-by-scene]
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図 A.30 劇場版零の [scene-by-scene]
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図 A.31 各ホラー映画のステージグラフ
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図 A.32 ホラー映画の要素別アンケート結果

図 A.32はホラー映画の要素を好むかのアンケート結果の円グラフである。上のグラフは、「ホ

ラー映画を見る際、ゴア表現を好むか」のグラフで、下のグラフは「ホラー映画では主人公が恐怖

の対象に狙われている方を好むか」のグラフである。
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